ペンデント流体系にあらわれる動的秩序状態 by 高山, 光男
Titleペンデント流体系にあらわれる動的秩序状態
Author(s)高山, 光男









東邦大学 ･薬学部 高 山 光 男

















































































-(貨 )A- (音 )A,0 (2)
と書くことができるだろう｡ここで不等号は運動エネルギーから散逸エネルギー-のエネルギ
ー変換の不可逆性を意味している｡これを(1)式と合わせて考えると,
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高山光男
での実験で生じた,周期的な凹凸をもった動的秩序状態と良く似た形が,ペンデントドロップ
の平衡形に関する変分法的研究から報告されていることに注意したい3.)しかしここでは,この
理論的形との関連については言及しない｡
我々は,秩序形成の具体的機構を知ることによって動的秩序状態を自由につくり出せること
を期待しているのである｡
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